
平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１７年度よ
り、広島市安佐北区の筒瀬、宇津地区及び安芸太田町の坪野地区、平成１８年度補正予算により、広島市安佐北
区今井田地区の合計４地区において築堤等の改修に着手しました。

平成１９年度よりこれらの地区に加えて、太田川の中・上流域において
① 家屋の床上浸水被害が発生した地区
② 要援護者支援施設の浸水被害が発生した地区
③ 避難所が浸水した地区

について一般の河川改修事業よりさらに早期の整備が可能となる「直轄床上浸水対策特別緊急事業」の採択を受
け、平成１９年度より概ね５ヶ年で広島市安佐南区1箇所・安佐北区13箇所・佐伯区2箇所・安芸太田町の2箇
所、計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

事業の実施については、再度災害の防止を図るとともに、環境や生態系に配慮した整備を行っていきます。
平成２１年度は、広島市安佐北区八木・柳瀬①地区、柳瀬②地区、宮野地区、中組地区、姫瀬・毛木地区、宇

津地区、脇田地区、間野平地区、小河内地区、宇賀地区、佐伯区小原地区、大前原地区、安芸太田町下殿河内地
区の１３地区において、事業用地取得、工事等を実施します。また、その他の地区については、設計、地元調整
を実施します。

総事業費は、約137億円を見込んでいます。

【トピックス１】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。家屋浸水被害の解
消：１５７戸（内、床上浸水116戸・床下浸水41戸）、６０ha -９-

事業費（全体）：２，９４９百万円
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太田川

撮影：平成１７年１１月

【トピックス２】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区八木・柳瀬地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区八木・柳瀬地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋８戸・事業所浸水２棟が解消

事業促進

-１０-

事業費：１９９百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

八木・柳瀬地区については、床上浸水家屋が３戸・床下浸水家屋５戸・事業所の浸水２棟の被害が発生した地
区で、平成２０年度から新規着手し、設計、地元・関係機関協議を行っています。

平成２１年度は河道掘削等を実施し、平成２３年度完成を目指します。

事業対象区間 L=５６0m



【トピックス３】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区柳瀬②地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区柳瀬②地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋３戸・事業所浸水５棟が解消

事業促進

-１１-

事業費：１４６百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

柳瀬②地区については、床上浸水家屋が１戸・床下浸水家屋２戸・事業所の浸水５棟の被害が発生した地区で、
平成２０年度から新規着手し、設計、地元協議並びに工事着手を行っています。

平成２１年度は引き続き輪中堤の建設を実施し、平成２２年度完成を目指します。

安佐北大橋（市）

事業対象区間 L=４８５m

撮影：平成１７年１１月

太田川



【トピックス４】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区宮野地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区宮野地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋３戸・事業所浸水１棟が解消

新規着手

-１２-

事業費：８２百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

宮野地区については、床上浸水家屋が３戸・事業所の浸水１棟の被害が発生した地区で、平成２１年度から新
規着手します。

平成21年度は設計、地元・関係機関協議、事業用地取得を実施し、平成２３年度の完成を目指します。

事業対象区間
L=３

２０m

撮影：平成１２年５月

太田川



【トピックス５】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区中組地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区中組地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋５戸・事業所浸水２棟が解消

新規着手

-１３-

事業費：１１２百万円

広島自動車道

事業対象区間 L=３００m

撮影：平成１７年１１月

太田川

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

中組地区については、床上浸水家屋が２戸・床下浸水家屋３戸・事業所の浸水２棟の被害が発生した地区で、
平成２１年度から新規着手します。

平成21年度は地元・関係機関協議、事業用地取得、輪中堤工事を実施し、平成２３年度の完成を目指します。



【トピックス６】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区姫瀬・毛木地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区姫瀬・毛木地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋１１戸・事業所浸水３棟が解消

事業促進

-１４-

事業費：１７９百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

柳瀬②地区については、床上浸水家屋が６戸・床下浸水家屋５戸・事業所の浸水３棟の被害が発生した地区で、
平成２０年度から新規着手し、設計、地元協議並びに工事着手を行っています。

平成２１年度は引き続き輪中堤の建設を実施し、平成２３年度完成を目指します。

広島自動車道

撮影：平成１７年１１月

事業対象区間 L=１，５３０m

太田川



【トピックス７】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区宇津地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区宇津地区

期待される整備効果

事業完了

-１５-

事業費：９７百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が
沿川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年
度より概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

宇津地区については、床上浸水家屋２０戸・床下浸水家屋６戸・事業所の浸水１棟の被害が発生し、対象箇
所の中でも被害の大きかった地区の一つで、平成１７年度から着手し、設計、地元協議を実施し、堤防建設に
ネックとなる旧ＪＲ飯室川鉄橋の撤去を行いました。
平成２１年度は道路管理者である広島市一体となって、県道宇津可部線宇津橋の新橋上部工の建設及び取付

道路を実施し、平成２１年度中の完成を目指します。

撮影：平成１７年１１月

鈴張川

太田川

築堤 L=１００m
橋梁架替 １橋

宇津地区 洪水痕跡状況

新しい宇津橋の完成イメージ

太田川

長沢橋(市）

以前の宇津橋

太田川

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋２６戸・事業所浸水１棟が解消



【トピックス８】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区脇田地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区脇田地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋４戸が解消

新規着手

-１６-

事業費：５２百万円
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業

対
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撮影：平成１７年１１月

太
田
川

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

中組地区については、床上浸水家屋が２戸・床下浸水家屋２戸の被害が発生した地区で、平成２１年度から新
規着手します。

平成21年度は地元・関係機関協議、事業用地取得、輪中堤工事を実施し、平成２２年度の完成を目指します。

脇田橋



【トピックス９】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区間野平地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区間野平地区

期待される整備効果

-１７-

事業費：５２６百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

間野平地区は、床上浸水家屋が１５戸・床下浸水家屋１戸・避難所の浸水被害が発生した地区で、平成１９年
度より新規に着手し、設計、地元・関係機関協議、護岸工事を行っています。

平成２１年度は工事を推進し、平成２３年度の完成を目指します。

中国電力
間野平発電所

一
般
国
道
１
９
１
号

撮影：平成１７年１１月

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋１６戸・避難所浸水１箇所が解消

事業促進

間野平会館

事業対象区間
L=８５０m

太田川

撮影：平成２１年３月

工事進捗状況



【トピックス１０】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区小河内地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区小河内地区

期待される整備効果

-１８-

事業費：３７７百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、新規事業として
太田川・中上流域で輪中堤の建設や、河道の掘削等を実施していきます。

小河内地区は、床上浸水家屋が７戸・床下浸水家屋1戸・避難所の浸水被害及び事業所の浸水１棟の被害が発
生した地区で、平成１９年度より新規に着手し、設計、地元協議、護岸工事の着手を行っています。

平成２１年度は道路管理者である広島市一体となって、国道191号の道路改良及び小浜橋架替工事、輪中堤工
事等を推進し、平成２３年度の完成を目指します。

太田川

野冠橋（市）

撮影：平成１７年１１月

事業対象区間 L=700m

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋８戸・避難所浸水１箇所が解消

事業促進

撮影：平成２１年３月

工事進捗状況



【トピックス１１】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区宇賀地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市安佐北区宇賀地区

期待される整備効果

-１９-

事業費：３１８百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、新規事業として
太田川・中上流域で輪中堤の建設や、河道の掘削等を実施していきます。

宇賀地区は、床上浸水家屋が９戸・床下浸水家屋３戸の被害が発生した地区で、平成１９年度より新規に着手
し、設計、地元協議、河床掘削工事の着手を行っています。

平成２１年度は工事の推進並びに事業用地取得を実施し、平成２３年度完成を目指します。

宇賀大橋（市）

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋１２戸が解消

事業促進

撮影：平成１７年１１月

事業対象区間 L=３３0m



【トピックス１２】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市佐伯区小原地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市佐伯区小原地区

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋７戸・事業所浸水４棟が解消

事業完了

-２０-

事業費：１３９百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

小原地区については、床上浸水家屋が２戸・床下浸水家屋２戸の被害が発生した地区で、平成１９年度から新
規着手し、設計、地元協議、護岸工事の着手を行っています。

平成２１年度は引き続き築堤護岸工事を推進し、平成２１年度中の完成を目指します。

太田川

水内川

事業対象区間 L=５00m

撮影：平成１９年５月

撮影：平成２１年３月

工事進捗状況



【トピックス１３】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

期待される整備効果

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
浸水家屋７戸・事業所浸水６棟が解消

-２１-

事業費：１３３百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

大前原地区については、床上浸水家屋が５戸・床下浸水家屋２戸の被害が発生した地区で、平成２０年度から
新規着手し、設計、地元協議、護岸工事の着手を行っています。

平成２１年度は引き続き用地買収及び築堤護岸工事を推進し、平成２２年度中の完成を目指します。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市佐伯区大前原地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島市佐伯区大前原地区

事業促進

太田川

水内川

事業対象区間 L=５１0m

撮影：平成１７年１１月



【トピックス１４】（太田川・中上流域での浸水被害対策の推進）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島県山県郡安芸太田町下殿河内地区

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

直轄床上浸水対策特別緊急事業（太田川）
広島県山県郡安芸太田町下殿河内地区

期待される整備効果

-２２-

事業費：５５６百万円

平成１７年９月の台風１４号による洪水は、観測史上 高の水位を記録し、床上浸水をはじめとする被害が沿
川で多く発生しました。この洪水と同程度の洪水が再度起きても浸水被害を発生させないよう、平成１９年度よ
り概ね５ヶ年で太田川・中上流域計18箇所において、輪中堤、河道の掘削等を実施します。

下殿河内地区については、事業所の浸水１棟の被害が発生した地区で、当該箇所には老人ホーム、避難場所と
なる殿賀小学校、病院等があり、要援護者支援対策、避難者の２次災害の防止対策として、再度災害の防止を図
る目的で平成２０年度から用地買収及び築堤護岸工事に着手しています。

平成２１年度は引き続き用地買収及び築堤護岸工事を実施し、平成２３年度完成を目指します。

平成１７年の台風１４号と同じ規模の洪水に対して、浸水被害の発生を防ぎます。
事業所浸水１棟、要援護者支援施設（老人ホーム、小学校、病院）の浸水被害が解消

老人ホーム 安芸太田町立加計病院

殿賀小学校

事業対象区間 L=５３0m

太田川

事業促進

撮影：平成２１年３月

工事進捗状況



広島デルタに発達した広島市街地は、ひとたび高潮による浸水被害を受けた場合には甚大
な被害が発生します。このため、高潮堤防により広島デルタを守ることを目的として、県、
国が連携して高潮対策事業を実施しています。

平成１６年の台風１８号では、江波観測所において、観測史上 高の潮位(TP+2.96m)を
記録し、広島市内に甚大な浸水被害をもたらしました。

平成２１年度は、平成１６年台風１８号で浸水被害があった、天満川東観音地区及び、同
観音本町地区の観音橋撤去箇所を重点的に整備を図ります。

【トピックス１５】（広島市内派川における高潮堤防の建設）

事業費（市内派川全体）：６５２百万円

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島市街地の高潮対策

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島市街地の高潮対策

期待される整備効果

広島市街地に大きな浸水被害をもたらした平成３年、平成１１年,平成１６年の高潮が再び

発生した場合にも浸水被害の発生を防ぐとともに、整備された高潮堤防沿いには広島市に
より河岸緑地帯が順次整備され、「水の都」にふさわしい都市空間が形成されます。

平成16年台風18号（天満川観音箇所）高潮堤防に合わせ河岸緑地の整備

天

満

川

旧

太

田

川

元

安

川

南

高潮災害を受けやす
い地形

広島市

人口１１３万人

（中国地方最大の都）
海への干拓と埋立によって発展
（海抜０ｍ地帯）

広島湾が南に開けている
＆

京

橋

川

猿 猴 川

広島湾

太

田

川

放

水

路

事業促進

-２３-

浸水区域

平成３年19号台風
浸水被害状況

高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防

浸水区域浸水区域

平成３年19号台風
浸水被害状況

高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防
高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防

浸水区域

平成16年18号台風
浸水被害状況

高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防

（うち平成３年までの整備区間）

浸水区域

平成16年18号台風
浸水被害状況

浸水区域浸水区域

平成16年18号台風
浸水被害状況

高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防

（うち平成３年までの整備区間）

高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防

（うち平成３年までの整備区間）

高潮事業区間
TP3.4m以上の高潮堤防

（うち平成３年までの整備区間）

高潮堤防整備による効果



広島市街地は平成３年台風19号、平成11年台風18号及び平成16年台風18号により、大
きな被害を受けてきました。

特に、観音本町～東観音町の新観音橋から観船橋の区間は平成3年、16年と浸水被害が
発生してます。

平成２１年度は、平成19，20年度で整備済みの区間（観音本町）の上流側200mについ
て高潮堤防建設と堤防耐震対策を推進し、平成22年度の完成（暫定形）を目指します。

【トピックス１６】（広島市内派川における高潮堤防の建設）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

太田川高潮対策事業（天満川東観音町地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

太田川高潮対策事業（天満川東観音町地区）

期待される整備効果

広島市街地に大きな浸水被害をもたらした平成３年、平成１１年,平成１６年の高潮が再び発生した
場合にも浸水被害の発生を防ぐとともに、整備された高潮堤防沿いには広島市により河岸緑地帯が順次
整備され、「水の都」にふさわしい都市空間が形成されます。

事業費：４７７百万円

-２４-

平成16年台風18号（天満川観音箇所） 平成16年台風18号（天満川観音箇所）

新観音橋（国）

観船橋（市）
高潮堤防建設 Ｌ＝２００ｍ

耐震対策 Ｌ＝２００ｍ

浸水面積 30ha

天満川

事業促進



広島市街地は平成３年台風19号、平成11年台風18号及び平成16年台風18号による高
潮で大きな被害を受けてきました。

また、広島市が管理している観音橋は、老朽化が激しく平成１４年より通行止めになって
いましたが、平成１８年度に撤去されました。

平成２１年度は、平成20年度の左岸側工事に引き続いて、右岸側箇所の高潮堤防建設と
堤防耐震対策に着手し、平成21年度内の完成を目指します。

【トピックス１７】（広島市内派川における高潮堤防の建設）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

太田川高潮対策事業（天満川観音本町地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

太田川高潮対策事業（天満川観音本町地区）

期待される整備効果

広島市街地に大きな浸水被害をもたらした平成３年、平成１１年,平成１６年の高潮が再び発生した
場合にも浸水被害の発生を防ぐとともに、整備された高潮堤防沿いには広島市により河岸緑地帯が順次
整備され、「水の都」にふさわしい都市空間が形成されます。

事業費：１７５百万円

-２５-

天
満
川

観音橋（広島市管理）
H18撤去済み

高潮堤防建設 Ｌ＝３０ｍ

耐震対策 Ｌ＝３０ｍ

新観音橋（国）

西区観音本町

中区舟入本町

一般国道２号

撤去中の観音橋

浸水面積1ha

新規着手、事業完了



根谷川沿川は、広島市安佐北区可部町の中心市街地を流れており、その氾濫域には、陰陽
を結ぶ国道５４号や１９１号、ＪＲ可部線、安佐北区役所を始めとする主要公共施設が建ち
並んでます。根谷川改修は、平成５年度までに本川合流点から3.4kmの改修が完了してい
ますが、十分な河川断面がないため、計画流量の約20％程度と極めて低い状況にあります。

平成１８年９月の秋雨前線に起因する洪水では、観測史上 高の洪水となり、改修が行わ
れていない区間の一部で道路が冠水するなどの被害が発生しました。

またこの洪水で、住民に避難勧告が出されました。
平成20年度までに河川拡幅の支障となる可部高校の移転補償を完了したことから、平成

２１年度より上流部の用地補償等に着手します。

【トピックス１８】（根谷川の河川改修の推進）
事業費：３９３百万円

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

根谷川改修事業

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

根谷川改修事業

期待される効果

可部高校移転が完了する平成２１年度より、根谷川本川の改修が可能となり、改修完了後
は、山陰・山陽を結ぶ国道５４号や１９１号、ＪＲ可部線、安佐北区役所を始めとする主要公
共施設などを洪水の被害から守ることができます。

根谷川可部高校移転地・寺山公園

根谷川

現可部高校とグランド

太田川

南原川

根谷川改修根谷川改修

高松橋
ＪＲ可部線

国道５４
号

国
道
５４

号
可
部
ＢＰ

国道１９１号

都 可部大毛寺線

ＪＲ可部駅

安佐北区役所

事業促進

-２６-



【トピックス１９】（広島西部山系における砂防事業の推進） 事業費(全体) ３，３１４百万円

・平成１１年６月２９日に発生した広島市を中心とする大規模な土砂災害を契機に、平成１３年度よ
り広島西部山系直轄砂防事業に着手し、現在までに４地区が完成しています。
・広島西部山系直轄事業区域内（広島市・廿日市市・大竹市の一部）において人家及び山陽自動
車道、山陽新幹線等重要交通網を保全するため、土砂移動現象の抑制等による災害の防止・軽減
を図り自然・社会環境にも考慮した総合的な土砂災害防止対策を展開しています。
・平成２１年度は、川角地区及び緑ヶ丘地区において新規に工事着手するとともに井口台地区など
３地区において新規に用地買収に着手します。さらに、大町地区、宮園・四季が丘地区など１２地
区において継続して砂防施設の整備を進め、計１７地区において砂防事業を推進する予定です。
・また、警戒避難基準の精度向上に向けた調査・検討の継続、各種情報の発信・提供、出前講座
等による住民の防災意識の向上などのソフト対策を砂防堰堤等の施設を整備するハード対策と連
携して推進します。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 事業促進

-２３-

広島市広島市

大竹市大竹市

N

広島西部山系直轄砂防事業区域

● は完成済みの地区

上原上原

中野中野

八木八木

戸坂新町戸坂新町

緑ヶ丘緑ヶ丘

高取高取

相田相田

武田山武田山

大町大町

川角川角

宮園･四季が丘宮園･四季が丘

三鎗谷三鎗谷

玖波玖波
湯舟湯舟

宮内･明石宮内･明石

赤土地赤土地

五月が丘五月が丘

利松利松

廿日市市廿日市市

綾ヶ谷綾ヶ谷

あさひが丘あさひが丘

井口台井口台

位置図

広島県

期待される整備効果

平成１３年度より新規着手した広島西部山系直轄砂防事業は、西日本の中心的都市で
ある広島市等において、ハード・ソフト両面から土砂災害対策を集中的かつ強力に推進
し、安全で安心して暮らせる地域を形成します。

新規工事着手地区

新規工事着手地区

-２７-



【トピックス２０】（広島西部山系における砂防事業の推進）

期待される整備効果

・広島市安佐南区上安に位置する緑ヶ丘地区は、地区内４渓流に砂防えん堤４基を整備し、下
流に位置する小学校や住宅地等を土石流から守ります。
・平成２０年代の地区全体での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・平成２１年度は工事用・管理用道路の工事に着手する予定です。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （緑ヶ丘地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （緑ヶ丘地区）
みどりがおか

事業費 １６２百万円

-２８-

新規工事着手

保全対象

土石流想定氾濫区域

既設施設

上安小学校

アストラムライン

緑ヶ丘1号砂防えん堤
(H=10.5m､L=38.0m)

1-9-335

1-9-6107

1-9-6106

1-9-6105

緑ヶ丘4号砂防えん堤
(H=10.5m､L=43.0m)

緑ヶ丘3号砂防えん堤
(H=11.0m､L=36.0m)

緑ヶ丘2号砂防えん堤
(H=10.5m､L=37.0m)

全 景

整備イメージ
右から緑ヶ丘１・２・３・４号砂防えん堤

土石流危険渓流の直下流に人家や学校等の公共施設が位置している緑ヶ丘地区におい
て、土砂災害対策を集中的かつ強力に推進し、安全で安心して暮らせる地域を形成して
いきます。



【トピックス２１】（広島西部山系における砂防事業の推進）

期待される整備効果

土石流危険渓流の直下流に人家や国道等の公共施設が位置している川角地区において、
土砂災害対策を集中的かつ強力に推進し、安全で安心して暮らせる地域を形成していき
ます。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （川角地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （川角地区）
かわすみ

事業費 １７７百万円

-２９-

新規工事着手

川角1号砂防えん堤
(H=13.5m、L=170.0m)

土石流想定氾濫区域

保全対象

砂谷中学校

川角2号砂防えん堤
(H=7.0m、L=40.0m)

全 景

2-1-34

・広島市佐伯区湯来町に位置する川角地区は、地区内の１渓流に砂防えん堤２基を整備し、下
流に位置する住宅地等を土石流から守ります。
・平成２０年代の地区全体（砂防えん堤２基）での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・平成２１年度は工事用・管理用道路や川角２号砂防えん堤の工事に着手する予定です。

国道433号



【トピックス２２】（広島西部山系における砂防事業の推進）

期待される整備効果

・広島市安佐北区に位置する中野地区は、地区内３渓流に砂防えん堤３基を整備し、下流に位
置する災害時要援護者関連施設（緑ヶ丘静養園）や住宅地等を土石流から守ります。
・平成２２年度の地区全体での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・平成２１年度は中野２号と上ヶ原砂防えん堤渓流保全工の工事を進める予定です。

土石流危険渓流の直下流に人家等や災害時要援護者関連施設が位置している中野地区
において、土砂災害対策を集中的かつ強力に推進し、安全で安心して暮らせる地域を形
成していきます。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （中野地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （中野地区）
な か の

事業費 ２００百万円

-３０-

事業促進

1-9-37

土石流想定氾濫区域

1-9-1090

1-9-1091

国道191号線

保全対象

全 景

中野2号砂防えん堤
(H=10.5m､L=75.0m)

中野1号砂防えん堤（完成
）(H=9.5m､L=44.0m)

上ヶ原砂防えん堤（完成）
(H=14.0m､L=123.0m)

渓流保全工
(L=75m)

緑ヶ丘静養園
（災害時要援護者関連施設）

完成した上ヶ原砂防堰堤



【トピックス２３】（広島西部山系における砂防事業の推進）

期待される整備効果

・広島市安佐南区の大町地区は、地区内６渓流に砂防えん堤７基を整備し、下流に位置する中
学校や住宅地等を土石流から守ります。
・平成２０年代の地区全体での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・平成２１年度は用地買収を進めるとともに、大町１号と３号砂防えん堤の工事を進める予定
です。

土石流危険渓流の直下流に人家や学校等の公共施設が位置している大町地区において、
土砂災害対策を集中的かつ強力に推進し、安全で安心して暮らせる地域を形成していき
ます。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （大町地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （大町地区）
おおまち

事業費 ４１８百万円

-３１-

安佐南中学校

土石流想定氾濫区域

大町小学校
大町6号砂防えん堤

大町4号砂防えん堤

大町1号砂防えん堤

大町2号砂防えん堤

大町3号砂防えん堤

祇園北高等学校

大町5号砂防えん堤

全 景

大町7号砂防えん堤

1-9-292

1-9-969

1-9-291

1-9-290

1-9-968

1-9-970

事業促進

整備イメージ
大町３号砂防えん堤

工事中の様子（H21.2）
（大町１号砂防えん堤工事現場）



【トピックス２４】（広島西部山系における砂防事業の推進）

期待される整備効果

・広島市東区の戸坂新町地区は、地区内２渓流に砂防えん堤２基を整備し、下流に位置する
住宅地等を土石流から守ります。
・平成２０年代前半の地区全体での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・平成２１年度は戸坂新町２号砂防えん堤の工事を推進します。

土石流危険渓流の直下流に人家が位置している戸坂新町地区において、土砂災害対策
を集中的かつ強力に推進し、安全で安心して暮らせる地域を形成していきます。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （戸坂新町地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （戸坂新町地区）
へ さ か し ん ま ち

-３２-

1-9-268

1-9-267

保全対象

土石流想定氾濫
区域

戸坂新町1号砂防えん堤

戸坂新町2号砂防えん堤

JR芸備線

三宅神社

整備イメージ
戸坂新町１号（左）、２号（右）砂防えん堤）

事業促進

事業費 ２０１百万円



完
成
後
の
状
況

【トピックス２５】（広島西部山系における砂防事業の推進）

・廿日市市の宮園・四季が丘地区は、地区内８渓流に砂防えん堤１２基を整備し、下流に位
置する住宅地等を土石流から守ります。
・平成２２年度の地区全体での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・現在までに宮園１，２，３，４，５号、四季が丘１，２，３，４，５，６号砂防えん堤の
１１基を完成させました。
・平成２１年度は四季が丘７号砂防えん堤の整備を進めます。

土石流危険渓流の直下流に多くの人家や学校等の公共施設が位置し、その下流に山陽
自動車道が横断する宮園・四季が丘地区において、土砂災害対策を集中的かつ強力に推
進し、安全で安心して暮らせる地域を形成していきます。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （宮園・四季が丘地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （宮園・四季が丘地区）
み や ぞ の し き が お か

事業促進

-３３-

山陽自動車道至大野IC

至五日市IC四季が丘６号砂防えん堤
（完成）

宮園１号砂防えん堤
（完成）

宮園２号砂防えん堤
（完成）

平成19年5月撮影

宮園３号砂防えん堤
（完成）

宮園４，５号砂防えん堤
（完成）

四季が丘１号砂防えん堤
（完成）四季が丘２号砂防えん堤

（完成）

四季が丘３号砂防えん堤
（完成）

四季が丘４，５号砂防えん堤
（完成）

期待される整備効果

四季が丘７号砂防えん堤
（Ｈ２１完成予定）

流路

宮園１号砂防えん堤

工
事
中
の
状
況

事業費 １４６百万円

四季が丘砂防えん堤
流木捕捉工

（Ｈ２２以降完成予定）

四季が丘４号

砂防えん堤

四季が丘５号

砂防えん堤

四季が丘６号

砂防えん堤
四季が丘３号

砂防えん堤



至廿日市

至佐伯

【トピックス２６】（広島西部山系における砂防事業の推進）

期待される整備効果

・廿日市市の宮内・明石地区は、地区内２渓流に砂防えん堤７基を整備し、下流に位置する
住宅地等を土石流から守ります。
・平成２０年代前半の地区全体での整備完了を目指し、事業を推進しています。
・平成２１年度は宮内２，４，５，７号砂防えん堤等の整備を実施します。
・また、宮内４，５，７号砂防えん堤は、平成２１年度中の完成を目指します。

土石流危険渓流の直下流に人家が存在する宮内・明石地区において、土砂災害対策を集中
的かつ強力に推進し、安全で安心して暮らせる地域を形成していきます。

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （宮内・明石地区）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

広島西部山系直轄砂防事業 （宮内・明石地区）
みやうち あかし

事業促進

-３４-

宮内１号砂防えん堤

宮内２号（左）と３号砂防えん堤完成ｲﾒｰｼﾞ図

宮内３号砂防えん堤

宮内２号砂防えん堤

宮内４号砂防えん堤

宮内５号砂防えん堤

宮内６号砂防えん堤

宮内７号砂防えん堤

御手洗川

保全対象

土石流想定氾濫区域

事業費 ５９２百万円



【トピックス２７】（日常の護岸等の施設補修や維持管理による安全の確保）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

良好な河川環境の維持及び保全

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

良好な河川環境の維持及び保全

-３５-

●良好な河川環境の維持のために・・・

・堤防、高水敷除草
・塵芥処理、水面清掃
・河川内伐開、整正
・植栽管理
・河川巡視 等を実施していきます

適切な維持及び管理の実施で安全で豊かな暮らしの実現

期待される整備効果

植栽管理（樹木剪定、病害虫駆除等）

伐開

水面清掃

除草工 塵芥処理

事業費：５５６百万円



【トピックス２８】（日常の護岸等の施設補修や維持管理による安全の確保）

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

河道埋塞土砂撤去と河川管理施設等の維持管理

●安全で誰もが安心して暮らせる地域づくり

河道埋塞土砂撤去と河川管理施設等の維持管理

-３６-

事業費：２０百万円

太田川ではH17の既往最大を含めH16～18の度重なる大出水により河道内の土砂堆積が著しく進行し、大
芝・祗園水門箇所の分派点においても中州が上流に延伸すると共に水門上流部にも堆積は進み、植物の生育によ
り陸地化も急速に進行しています。当箇所は洪水時においては重要な分派箇所であり、流量配分を阻害すること
から緊急的な土砂撤去が必要とされています。

河道内土砂の堆積状況

面積    27.99㎡
面積    33.63㎡

PHWL 7.768

6.4k

THG 6.050TUN 5.980TUN 5.720
THG 6.340

基
準
点

基
準
点

▽ T.P.0.118▽計画河床

太田川

旧太田川

水門上流部の堆積状況

上流に伸びる中州状況

太田川 旧太田川

大芝水門祇園水門

河道内土砂の堆積

掘削箇所横断図



水の都ひろしま再生に向けての３つの基本方針は下記のように策定されています。水の都ひろしま再生に向けての３つの基本方針は下記のように策定されています。
つかうつかう （市民による水辺の活用）（市民による水辺の活用） つくるつくる （水辺空間整備とまちづくりの一体化）（水辺空間整備とまちづくりの一体化）
つなぐつなぐ （水辺のﾈｯﾄﾜｰｸと水の都の仕組みづくり）（水辺のﾈｯﾄﾜｰｸと水の都の仕組みづくり）
水の都再生に向けて水の都再生に向けて河川沿いの遊歩道の周遊性向上、球場跡地と連携した河川空間と都市空間の連続性の確保に河川沿いの遊歩道の周遊性向上、球場跡地と連携した河川空間と都市空間の連続性の確保に

向けた検討や、水辺のヘドロの改善実験などに取り組んでいきます。向けた検討や、水辺のヘドロの改善実験などに取り組んでいきます。

【トピックス２９】（水の都整備構想の推進）

広島市は太田川デルタに市街地が形成され『水の都ひろしま』再生に向けて、つかう・つくる・つなぐの３つの基本方針のもと最近では
整備された護岸等を利用して様々な取組みが行われ、新たな水辺での風物詩を創り出そうとしています。

広島市は太田川デルタに市街地が形成され広島市は太田川デルタに市街地が形成され『『水の都ひろしま水の都ひろしま』』再生に向けて、つかう・つくる・再生に向けて、つかう・つくる・つなぐのつなぐの３つの基本方針のもと最近では３つの基本方針のもと最近では
整備された護岸等を利用して様々な取組みが行われ、新たな水辺での風物詩を創り出そうとしています。整備された護岸等を利用して様々な取組みが行われ、新たな水辺での風物詩を創り出そうとしています。

つかう：市民による水辺の活用つかう：市民による水辺の活用

憩いの空間としての水辺の憩いの空間としての水辺の
利用利用

水の都に関わるイベント・行事の水の都に関わるイベント・行事の
アピールアピール

街の元気につなげよう街の元気につなげよう 水辺を晴れの舞台にしよう水辺を晴れの舞台にしよう

つくる：水辺空間整備とまちづくりの一体化つくる：水辺空間整備とまちづくりの一体化

親水テラス（元安川親水テラス（元安川））

水辺と街を一体的にデザイン水辺と街を一体的にデザイン
しようしよう

高潮堤防による親水高潮堤防による親水
護岸の整備護岸の整備 北大橋アンダーパス北大橋アンダーパス

水辺への連続性を確保しよう水辺への連続性を確保しよう個性的な水辺をつくろう個性的な水辺をつくろう 誰でもが楽しめる水辺にしよう誰でもが楽しめる水辺にしよう

基町環境護岸（旧太田川）基町環境護岸（旧太田川）

つなぐ：水辺のネットワークと水の都の仕組みづくりつなぐ：水辺のネットワークと水の都の仕組みづくり

水上バスの運行水上バスの運行

水上交通ネットワークをつくろう水上交通ネットワークをつくろう

雁木タクシーの運航雁木タクシーの運航
（写真提供：ＣＡＱ）（写真提供：ＣＡＱ）

親水テラスを利用しての親水テラスを利用しての

平和コンサート平和コンサート

親水テラスを利用しての親水テラスを利用しての
市民コンサート市民コンサート

基町環境護岸を利用し基町環境護岸を利用し
てのイベントてのイベントオープンカフェオープンカフェ

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

水の都ひろしま

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

水の都ひろしま
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【トピックス３０】（水の都整備構想の推進）

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

不法係留船対策の強化～不法係留船の強制撤去～

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

不法係留船対策の強化～不法係留船の強制撤去～

太田川河川事務所では、平
成19年度に新たな係留施設が
確保されたことを受け、全ての
河道内を「重点的撤去区域」と
して指定し不法係留船の一掃
に向けた指導取り締まりの強
化を行ってまいりました。
また、第２次指定区間に残っ

ていた不法係留船に対しては、
中国地方整備局管内の直轄
区間では最初になる「行政代
執行」を実施し強制撤去をおこ
ないました。

本年度は、河道内に残る２
隻の船舶について「行政代執
行」を視野に入れた指導により
自主撤去を目指します。
また、指定区間外の入江につ
いても実態調査を実施し不法
係留船の一掃を目指します。
今後とも不法係留船対策を

推進する事により良好な河川
景観の確保を行うと共に河道
内に充分な航路を確保するこ
とが可能となり水上交通がより
行いやすくなる事が予想され
「水の都整備構想」の推進に大
きな効果が期待されます。

直轄管理区間に不法係留されたプレジャーボートは、平成
１９年５月調査の９２隻から平成２１年３月現在で２隻と大幅
に減少しており対策強化の効果が出てきております。

-３８-

行政代執行の実施状況

不法係留船の推移
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現在の市内派川は下流に向かうに従って干潮時にはヘドロ状の干潟が出現し、親水性（川に近づく）機能の低下、河川
の浄化能力の低下、生物生息環境の悪化、水辺環境の悪化を引き起こしています。

旧太田川の相生橋から上流の基町環境護岸は、土木学会デザイン賞の特別賞を受賞するなど景観的に高い評価を頂
いていますが、干潮時になると黒色のドロが露出し景観を阻害しています。また、散策などの利用者が多い場所ですが、

ヘドロによって人が水際に近づくことが出来ない状態となっています。
そのため、ヘドロの状の干潟の改善を行い、見た目や人や生物に取って良い環境となるよう水際のヘドロの改善を進め

ていきます。
また、基町環境護岸は、広島市の中心に位置し世界遺産の原爆ドームや中央公園と隣接していますが、道路などに分

断されているため、周遊性確保に向け検討を行っていきます。

広島市内の水辺空間の利用、整備、ネットワーク化を実現するために、国・県・市の３者は「水の都ひろしま」
構想を策定し様々な取組みを行なっています。その取組みとして『泳げ遊べる川づくり』『水辺と街を一体的なデ
ザインしよう』の実現を目指して、広島市内の旧太田川おいて、河川干潟の泥質を改善と川と周辺の周遊性向
上に向けての検討を進めていきます。

広島市内の水辺空間の利用、整備、ネットワーク化を実現するために、国・県・市の３者は「水の都ひろしま」
構想を策定し様々な取組みを行なっています。その取組みとして『泳げ遊べる川づくり』『水辺と街を一体的なデ
ザインしよう』の実現を目指して、広島市内の旧太田川おいて、河川干潟の泥質を改善と川と周辺の周遊性向
上に向けての検討を進めていきます。

【トピックス３１】（水の都整備構想の推進）

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

旧太田川基町環境護岸での環境整備

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

旧太田川基町環境護岸での環境整備

底質改善

基町環境護岸前のドロ干潟の状況

人が気軽に川とふれあえ
る場所の創出、生物環境
の向上、景観の向上を行う
ため水際にたまった泥の
改善を行い、親しみやすい
水辺空間を目指します。

周遊性の向上の検討

広島中心部に位置し水の都にふさわ
しい景観を有している基町環境護岸

基町環境護岸と周辺の公園などとは
道路で分断されている。

多いところでは50ｃｍ以上ヘドロが堆積し

人が立ち入ると足首まで沈む。

基町環境護岸は広島市の
中心部に位置し、原爆ドー
ムや中央公園、市民球場
と隣接する好立地に有りま
すが、周辺とのアクセスが
悪いため、周遊性を向上さ
せ、親しみやすい水辺を目
指します。

事業費：１６百万円

-３９-



安芸太田町地区上殿地区は、戸河内インターが立地し安芸太田町の玄関口として人々が行き交う場所と
なっています。周辺には道の駅が整備され、現在平成２１年度完成を目途にパーク＆ライドとして駐車場整備
が行われているなど、地域の拠点とする場所です。また、太田川沿いには、良好な河川空間があるとともに、地
元が管理する桜が植えてあり開花の時期には地域の交流の場として利用されているが、当該地区は水辺に近
づけない状態です。そこで、散策道整備など水辺へのアクセス向上を図り、周辺施設との連携・一体となった水
辺整備を行い、安芸太田町の玄関・交流拠点となるよう「にぎわいのある水辺」の創出に努めます。
平成２１年度は、施設整備の検討及び設計を行います。

安芸太田町地区上殿地区は、戸河内インターが立地し安芸太田町の玄関口として人々が行き交う場所と
なっています。周辺には道の駅が整備され、現在平成２１年度完成を目途にパーク＆ライドとして駐車場整備
が行われているなど、地域の拠点とする場所です。また、太田川沿いには、良好な河川空間があるとともに、地
元が管理する桜が植えてあり開花の時期には地域の交流の場として利用されているが、当該地区は水辺に近
づけない状態です。そこで、散策道整備など水辺へのアクセス向上を図り、周辺施設との連携・一体となった水
辺整備を行い、安芸太田町の玄関・交流拠点となるよう「にぎわいのある水辺」の創出に努めます。
平成２１年度は、施設整備の検討及び設計を行います。

【トピックス３２】（水の都整備構想の推進）

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

太田川上殿地区における環境整備

●美しく豊かな自然・歴史・文化などを活かした地域づくり

太田川上殿地区における環境整備

事業費：３０百万円
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